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それらの 13C NMR測定を行った。異性体 Aおよび Bの理論計算により予測されるシグナルと実測値とに良
い相関が認められた。これらのことより，各々の異性体の対称性が決定され，可能な構造が提唱された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　フラーレン内部の中空空間に異原子を閉じ込めた内包フラーレンは，他に類を見ない特異な構造，特性を
有する物質群である。1985年にフラーレンが発見されて以降，種々の物理的測定手段を用いて，内包フラー
レンの同定と特性を明らかにする試みがなされてきた。近年，その生成，分離・精製方法が改良され，分子
変換が可能となり内包フラーレンの研究は新展開を迎えつつある。中でも，スピンを有する内包フラーレン，
すなわち，常磁性内包フラーレンは，多方面からナノ磁性体の構築素子として注目を集めている。それらは，
スピンを内包原子および炭素ケージに有するものに分類され，スピンを内包原子に有する N@C60と炭素ケー
ジに有する金属内包フラーレン La@C82は非常に興味深い化合物群である。本研究は，常磁性内包フラーレ
ンである金属内包フラーレン La@C82および窒素原子内包フラーレン N@C60の分子変換を成し遂げ，それ
らの構造および電子的特性を解明したものであり，これらは新規炭素クラスターの化学分野において高く評
価されるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
